
え だ i表 芝)の 車 出 し″作 型    酪 :野難 鍋 南紛 場

粛 式:技術品 県南分場

県北分場

1.背 景とねらい

木県のえだまめは日本一をめざし生産振興が田られ 作付が急速に増加している。

今後 生産地としての言74mを高めるために作付拡大とともに,良 質のえだまめを長期間

継続iti荷すること力財要であり,現 行の総 _の拡大が求められている。

そこで,ハ ウスの有効利用等によって早出し技術を検討した結発 成果カマ事られたので

参考に供する。

2.技 術の内容

1)地 域別の早出し作理は次のとおりである。
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2)県 中南部ではハウス利用によって,品 種 移植を組合せ3月下旬～4月上旬播種で G

月下旬からの出荷が可能で,慣 行の― に比べ収穫期は40日前後早まる。

ハウス直播の場合は1月,上中旬幡種て6月下旬～7月上旬の出稿ができ,収 登が高い。

トンネル穀培はアヽウスより根穫力■0日遅く7月中旬からの出荷となる。

県北部ではハウス又はトンネル栽培の4月中
~F8-収

篠野は県南部より7日ほど

遅れる力1 7月 出庸ができる。

3)品 種は直播ではサッポロミドリ,ふ くらでよいれ 移植の場合は撤丘 剣味の点でサ

ッポロ
｀
ミドリが連する。

4)適 応地域   県 中南部内陸及び沿鳥 黒北平壇部

3.サ拙 申

1)早 出し作型の収豊性は地域によるふれはあるが 700～1,000焔 /10aが 期待でき,慣

行の露地裁培に比べ同等ないし勝る。この場合の品質も問題点はとくになく,直 播では

慣行麟地義培よりも優れる。

2)― は直摘電比べ収種期が7日程度早まることから, 6月 下旬～7月上旬の早期

出荷あ ― ウヽス等の利用に適する。

3)― での育苗t― 野柔胃田相を用い,脚 に移植する。

4)ハ ウス, トンネー とも生育を良くするためボリマルチ殺培を行う。

フイ中ムl■9215Bを用い,舶 は10a当 り1万雑 とする。

5)虎 屈量は奎素6～ 10LE/10aの 多肥とする。

6)ハ ウス利用でtS― と水管理に十分注意する。夜間は保温 (ポリフイルムとシル

バーフイルムの二重 トンネル抜榎)に つとめ,日 中は卸モ以上にならないように換気す

る。

また,_L― しやすいので協 移植前嘘 水し,土 験 効 め な状鮫 ポリ

マルチを張り,そ の後も適宜准水し, p F2.0～ 2,2を 目模に― る。

7)ト ンネル栽培では靖書防止と生育促進のためポリトンネル (換気フイルム)内 に不機

布をべたがけする。

不織布は5月中下旬に挨去する力iポ リトンネルはこれより10～15日遅く挨去する。

8)ハ ウス栽培での収益性を高めるために,ほ うれんそう,ス トック等他仲物との組合せ

や水補育苗勝地の有効利用を図る。

9)ふ くらの開花既 収穫期はハウス早播 (3月下旬～4月上旬)で はサッボロミドリ並

に早まる。
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